


平成9年6月

平
成
9
年
度
一かし

石
川
地
方
植
樹
祭

の

広報たまかわ

阿
武
隈
、
奥
久
慈
地
域
の
林
業
発
展
に
寄
与
す
る
ご
と
を
目
的
と

し
た
平
成

9
年
度
の
石
川
地
方
植
樹
祭
は
、
国
土
緑
化
石
川
地
方
推

進
委
員
会
、
棚
倉
営
林
署
、
前
橋
営
林
局
森
林
授
術
セ
ン
タ
ー
、
玉

川
村
緑
化
推
進
委
員
会
の
主
催
、
石
川
森
林
組
合
の
協
麓
で
、
平
成

9
年

5
月
お
日
(
水
)
午
前
川
時
ぬ
分
か
ら
四
辻
新
田
写
東
野
地
内
の

国
育
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
招
天
仁
恵
ま
れ
、
新
緑
の
美
し
い
東
野
の
渓
流
を
望
む

会
場
に
は
、
関
係
者
等
約
制
名
が
出
席
し
て
、
記
念
式
典
と
記
念
植

裁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
地
を
代
表
し
て
車
田

村
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
、

関
係
機
関
等
へ
の
御
礼
と
、

当
地
が
「
青
井
沢
ス
ポ
ー
ツ

林
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
自
然
と
共
存

す
る
森
林
づ
く
り
へ
の
意
欲

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
c

青
井
沢
ス
ポ
ー
ツ
林
に
指
定

記
念
式
典
で
は
、
主
催
者
の
国

土
緑
化
石
川
地
方
推
進
委
員
長
の

富
永
健
哉
浅
川
町
長
が
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、

富
沢
棚
倉
営
林
署
長
か
ら

も
「
森
林
は
、
木
材
の
生
産
と
と
も

か
ん
よ
う

に
水
源
の
酒
養
、
災
害
防
止
な
ど

人
間
社
会
が
生
き
る
上
で
大
切
な

も
の
。
ま
た
、
こ
の
地
は
、

自
然
景
観
が
豊
か
な
こ
と

か
ら
「
志
向
井
沢
ス
ポ
ー
ツ

林
」
と
し
て
住
民
の
憩
い

の
場
に
利
活
用
さ
れ
る
と

と
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

杉

苗

五

O

O
本

を

植

栽

記
念
式
典
会
場
か
ら
東
野
清
流

の
遊
歩
道
を
歩
い
て
、
約
四
百
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
植
栽
会
場
に

移
動
。
記
念
式
典
の
参
加
者
と
近

く
で
開
か
れ
て
い
た
森
林
学
習
に

参
加
し
て
い
た
児
童
も
加
わ
っ
て
、

杉
の
商
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し

た
。児
童
た
ち
は
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
方
々
に
植
栽
す
る

際
の
土
の
掘
り
方
や
苗
の
植
え
方

な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら

記
念
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

か
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
が
講

師
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
隠
し
を
し
て
木
肌
を
さ
わ
っ

て
樹
皮
の
感
触
か
ら
、
樹
木
の
名

称
を
覚
え
る
こ
と
や
、

草
木
の
中

楽

し

く森
林

学

習

玉
川

一
小
と
須
釜
小
か
ら
児
童

mw
名
が
参
加
し
て
森
林
教
室
が
開

平成9:a:6月

自かくしをとって、木聞を確認
(森林教室より)

広報たまかわ

富豪

の

保

全

章一

南犬

記
念
式
典
で
は
、
緑
化

事
業
に
貢
献
さ
れ
た
団
体
、

個
人
に
国
土
緑
化
石
川
地

方
推
進
委
員
会
委
員
長
か

ら
表
彰
状
、
棚
倉
営
林
署

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

本
村
か
ら
玉
川
村
桜
愛

好
会
(
古
村
幸
雄
会
長
)
に

国
土
緑
化
石
川
地
方
推
進

委
員
会
委
員
長
表
彰
が
、

四
辻
新
田
愛
林
組
合
(
塩
田
征
二

郎
組
合
長
)
に
棚
倉
営
林
署
長
感

謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
と
と
も

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

玉
川
村
桜
愛
好
会
は
、
山
桜
の

苗
を
村
内
に
広
く
植
林
し
て
緑
化

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

四
辻
新
田
愛
林
組
合
は
、
四
辻
地

区
の
国
有
林
の
保
全
活
動
に
協
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

に
線
香
を
置
い
て
お
き
、
線
香
を

探
し
出
す
こ
と
な
ど
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
の
教
室
は
、
大
変
好
評
で
し

た
。ま
た
、
人
聞
社
会
と
森
林
と
の

共
生
や
、
森
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

四
辻
新
田
パ
高
り

愛
林
組
合
j
・

2
3

四
辻
新
田
愛
林
組
合
で
は
、
植

樹
祭
の
記
念
式
典
の
会
場
準
備
や

昼
食
用
の
ト
ン
汁
の
準
備
な
ど
に

協
力
し
ま
し
た
。

特
に
、
清
流
か
ら
竹
筒
で
引
き

水
を
し
た
水
飲
み
場
や
手
洗
い
場

の
作
り
は
、
自
然
を
利
用
し
た
沼

落
た
作
り
に
な
っ
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
好
評
で
し
た
。

今回の植樹祭の会場となった東野の清流は、

豊富な緑と水が織りなすシンフォ二一。遊歩

道が整備され、家族づれでのピクニックには

ピッタリです。昼食を用意して森林浴をして

みてはいかがでしょうか。

A石川地方植樹祭に先だって5月23日(金)午後から東野清流の記念碑除幕式が関
係者ら208が出席して行われました。この記怠碑は、[蕎井沢スポーツ林Jとし
て指定を受け、今後、住民の憩いt賓として、fL.く活用され、後世に引き継ぐ証と
して村が設置しました。
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広報たまかわ

東京玉川会総会平成9年度

再
会
を
喜
び
情
報
交
換

平
成

9
年
度
の
東
京
玉
川
会
の
総
会
は
、

6
月
1
臼

(
日
)
正
午
か
ら
東
京
都
文
京
区
の
菩
渓
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
臼
名
が
出
席
し
、
平
成

8

年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
、
平
成

9
年
度
の
事
業
及

び
予
算
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
設
立
時
か
ら
昨
年
ま
で
の

4
期

(
8
年
間
)
会

長
職
を
務
め
ら
れ
た
熊
田
藤
作
前
会
長
(
公
務
に
よ
り
欠

席
)
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
今
後
は
顧
問
と
し
て
会
の
指

導
を
頂
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
議
案
で
は
、
幹
事
を

1
名
増
や
す
こ
と
が

提
案
さ
れ
磯
目
幸
男
さ
ん
(
川
辺
出
身
・
豊
富
区
)
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

ふるさとの靴りなつかし玉川会

シ
リ
ー
ズ

都
市
計
画
⑧ 

接
道
の
義
務
と
は

都
市
計
画
に
指
定
さ
れ
る
と
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

建
築
物
の
新
築
及
び
改
築
、
増

築
(
3
坪
以
上
)
を
行
う
場
合
に
は

建
築
基
準
法
第
6
条
の
規
定
に
よ

り
建
築
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
建
築
確
認
を
受
け
る
際
の

大
事
な
条
件
の
一
つ
に
「
敷
地
の

接
道
義
務
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
築
物
の
敷
地
が
幅

4
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
2
メ

ー
ト
ル
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
条
件
で
す
。
幅
員
が

4
メ
ー
ト
ル
以
上
な
い
と
道
路
と

し
て
の
機
能
j
消
防
車
・
救
急
車

の
通
行
等
j
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。

4
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
接

し
て
建
て
て
い
る
方
々
の
た
め
に

は
、
中
心
線
か
ら
左
右
に
振
り
分

け
て
2
メ
ー
ト
ル
づ
っ
後
退
し
た

線
を
道
路
境
界
線
と
み
な
し
、
中

心
線
か
ら
2
メ
ー
ト
ル
後
退
す
る

こ
と
に
よ
り
、
特
例
と
し
て
建
築

が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

平成9年6月広報たまかわ

り
ま
す
。

た
だ
し
、
中
心
線
か
ら
2
メ
ー

ト
ル
未
満
で
、
川
、
が
け
な
ど
の

た
め
道
路
に
で
き
な
い
場
合
は
、

そ
の
が
け
地
な
ど
の
境
界
線
よ
り

反
対
側
に

4
メ
ー
ト
ル
と
る
こ
と

1.8m以上4.0m米満の道路の場合

.l、
科!

河川・がけ地等の場合

すみきり

1~みi邑
it!な路
線さ滋
オt.!#
る紛
)レ

(参考図)

111 
111 
111 
111 
111 
111 
1111 ， 
1111 
川など1.8m以上

1.0米i両の道路

に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
の
境
界
線

と
み
な
さ
れ
る
線
よ
り
道
路
側
へ

は
、
門
、
塀
、
擁
壁
な
ど
は
設
置

で
き
ま
せ
ん
(
図
参
照
)
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
沿
殺
の
建

築
物
全
部
が
建
て
替
え
ら
れ
た
後

に
は
、
消
防
車
や
救
急
車
の
通
行

な
ど
が
可
能
で
あ
る

4
メ
ー
ト
ル

の
道
路
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

(図1) 

玉
川
村
都
市
計
画
審
議
会
(
小

針
康
敬
会
長
)
で
は
、

5
月
市
即
日

に
西
郷
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

先
進
地
で
あ
る
西
郷
村
の
都
市

計
画
は
、
平
成
7
年
8
月
に
西
白

河
郡

1
市
l
町
6
村
(
人
口
口
万

4
千
人
)
の
規
模
で
指
定
さ
れ
、

西
郷
村
の
面
積
の
4
割
(
人
口
の

%
%
が
居
住
)
が
指
定
区
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

審
議
会
委
員
は
、
都
市
計
画
指

定
の
メ
リ
ッ
ト
や
都
市
計
画
指
定

の
住
民
へ
の

P
R
方
法
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
都
市
計
画
道

路
の
新
設
、
み
な
し
道
路
の
予
算

関
係
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

を
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
審
議
会

で
先
進
地
視
察

(図2)

力ラオケで熱唱する鈴木理予さん

一

一

総
会
が
終
了
す
る
と
、
懇
親
会

が
開
か
れ
、
新
た
に
会
員
に
な
ら

れ
た
方
々
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
、
会
員
数
は
、
別

名
に
な
り
ま
し
た
。

玉
川
村
か
ら
は
、
車
田
村
長
は

じ
め
各
種
団
体
の
代
表
者
ら
幻
名

も
参
加
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
、
都
会
風
の
語
り
口
も

古
里
の
仲
間
と
会
う
と
「
批
り
」
が

出
て
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
話
や

近
況
の
事
な
ど
に
話
が
弾
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
役

員
と
村
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞
品
が

当
選
さ
れ
た
会
員
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

会
員
削
人
到
達

4 

ふ
れ
あ
い
符
所
長
に
榊
枝
瞳
夫
氏

4
月
1
日
か
ら
空
席
だ
っ
た
玉

川
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
に

榊
枝
輝
夫
氏
(
六

二
歳
)
H
南
須

釜
H
H

が
6
月
1
日
付
で
就
任
し
ま

し
た
c

2
日
に
社
会
福
祉
協
議
会 榊枝瞳夫氏(62才)

長
の
車
田
村
長
か
ら
辞
令
書
の
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
と
在
宅

介
護
支
援
七
ン
タ
l
所
長
を
兼
ね

て
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

榊
校
所
長
は
、
「
福
祉
の
仕
事

は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
快
適
で
過
ご
せ
る

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

防

犯

功

労

者

で

表

彰

阿
部
金
四
郎
さ
ん
(
南
須
釜
)

玉
川
村
消
防
団
副
団
長
の
阿
部

金
四
郎
さ
ん
(
南
須
釜
)
は
、

5
月

初
日
に
石
川
町
で
開
か
れ
た
石
川

地
区
防
犯
協
会
連
合
会
総
会
の
席

上
で
防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
消
防
団
活
動
を

通
し
て
、
永
年
の
防
犯
事
業
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
と
な
り
、
「
こ
れ
か
ら
も
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
防
犯
活
動

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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平成9軍6月

中
体
連
石
川
支
部
総
合
大
会

一
均
一
明
石
一
一
一
森
ざ
ん
劇
、
伺
ブ
ル
湖
塩
津
ベ
ア
聞
か
優
勝

広報たま力、わ

中体連石川支部陸上競技大会
400mリレー(1・2年の部)

泉申チームが優勝

、、会美しい村づくり
花、花まぎ苦

平成9庄6日

ボランティアで
道路沿線に花、

広報たまかわ

剣
道
毘
体
・
パ
レ
i
も
活
躍

中
学
校
体
育
述
盟
石
川
支
部
総
合
大
会

は、

6
月
3
日
(
火
)
、
4
日
(
水
)
の

2
臼

閥
、
石
川
町
の
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
剣
道
で
は
、
女
子
個
人
の
部
で
石
森
希

美
さ
ん
(
須
築
中
3
年
)
が
見
事
優
勝
。
ま

た
、
卓
球
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
塩
津
徳
之
君

と
塩
浮
昌
夫
君
の
ベ
ア
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
石
森
さ
ん
、
塩
津
ベ
ア
は
、
昨
秋

の
中
体
連
石
川
支
部
新
人
大
会
に
続
い
て

の
連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
上
位

入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中学校体青連盟石川吏部陸上競技大会は、 5月
17日(土)に鏡石町の鳥見山陸上競授i患で開かれま
した。

当日は、あいにくの雨模様となり悪コンテ、イショ

ンでの競技大会となりました。

泉中学校の400mリレーチーム(1・2年の部)は、
51秒5のタイムで男事優勝を飾り、ア月8日から
いわさ市百行われる県大会への出場権を得ましたQ

上位入童書は、次のとおりでした。

4・1・2年400mリレー優勝(泉中)
曲山和宏君(1年)・矢吹洋昭君(2年)・小針和章君
( 1年)・溝井伺弥君(2年)・車巴霞君(2年)・真喜英
揖君(1年)・1年100m 21立・小針和章君(泉中1年)・2年100m 2位・溝井開弥君(泉中2年)
。三種競技A 3位・須藤公平君(泉中3年)
@共通1，500m 3f立・鈴木干裕さん(須釜中2年)
。共通100mハードル 3位-小針司奈さん(泉中2
:q:) 
。三種競技B

才E

パ
運
動
実
施
計
画
を
策
定

玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で
は
、
平
成

9
年
度
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
計
画
を
実
施
す

る
た
め
の
団
体
代
表
者
会
議
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
を

開
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
計
画
で
は
、
辺
国
体
・
約
千
六
百
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
村
内
主
要
道
路
沿
線

に
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ
ア
の
苗
四
万
五
千

本
を
植
栽
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
l
千
百
鉢
に
ア
ゲ

ラ
ダ
ム
と
ベ
チ
ユ
ニ
ア
の
苗
を
植
え
て
、
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
に
各
団
体
で
植

栽
作
業
が
行
わ
れ
、
一
愛
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八又地内の描栽マスで作業中の高須釜老人クラブの会員

(
剣
道
)

@
女
与
他
人
優
勝

争

か

3
位

@
男
菩
団
体
2
位

φ
女
一
/
寸
団
体
2
位

@

か

3

位

(
卓
球
)

争
男
吾
、
タ
プ
ル
ス

優

勝

争

h
q
2位

(
讃
韮
中
3
年
)

鈴
木
祐
ヲ
ぷ
(
損
謹
中
3
年
)

泉
中
掌
校

須
査
中
学
校

泉
中
学
校

塙
津
徳
之
君
(
須
蓋
中
3
年
)

佐
久
間
誠
君
(
須
釜
中
3
年
)

宗
形
勉
君
(
須
釜
中
3
年
)

須
釜
中
山
岳
校

@
男
ヰ
)
図
体

3
位

(パレ
l
)

@
女
ウ
寸

2
位
須
査
中
山
岳
校

(
柔
道
)

血守男一
4
4
個
人
(
何
K
8
3位
車
田
署
君
(
泉
中
2
年
)

(
野
球
)

φ
3
位

2位・渡辺絵美吾さん(須釜中3年)

業
、
が
始
ま
る

1・2年400mリレーで優勝した泉中チーム

(
敬
称
略
)

(
ト
ス
テ
ム
福
富
)
貯
名

有
賀
久
雄
・
安
藤
喜
勝
・
石
森
明

美
・
磯
自
勝
寿
・
上
野
弘
・
梅

津
亨
・
大
竹
義
和
・
大
野
光

枝
・
岡
田
和
貴
・
岡
田
純
・
加

藤
一
男
・
金
津
誠
隆
・
神
尾
孜

子
・
菊
地
哲
也
・
草
野
洋
典
・
熊

谷
時
男
・
車
田
好
隆
・
小
林
ひ
ろ

子
・
小
針
京
子
・
小
針
仁
了
小

針
美
香
・
斉
藤
信
子
・
斉
藤

誠
・
楼
伺
孝
行
・
白
坂
武
徳
・
鈴

木
正
子
・
鈴
木
裕
了
鈴
木
善

則
・
須
藤
安
昭
・
関
祐
二
・
関

根
幸
子
・
関
根
節
子
・
関
根
由
理

子
・
瀬
谷
武
寿
・
円
谷
直
彦
・
戸

城
昌
彦
・
富
永
香
織
・
中
野
一

郎
・
長
沼
勝
宏
:
水
山
節
夫
・
一
一

瓶
敦
子
・
八
取
み
さ
え
・
林
正

・
半
浮
明
美
・
梅
原
奨
・
舟

愛4
月
日
日
の
献
血
者
は
、
次

の
山
名
で
し
た
。
あ
な
た
の

愛
に
感
謝
い
た
し
ま
す
c

(
献
血
場
所
と
献
血
者
数
)

6 

木

貴

志

・

裕

・

松

本

繁

利
・
緑
川
久
・
宮
部
京
子
・
一
二

吉
春
子
・
矢
内
緑
・
矢
吹
光
義
・

湯
浮
政
勝
・
吉
・
渡
辺
一
二

郎
・
和
知
美
幸

(

福

島

富

士

)

お

名

会
田
睦
・
有
馬
光
伸
・
石
井
ト

ヨ
子
・
伊
藤
祐
光
・
大
竹
宮
子
・

大
野
泰
子
・
荻
田
宏
・
面
川
秀

子
・
加
藤
裕
一
・
熊
谷
幸
恵
・
小

林
恵
理
子
・
小
湊
正
勝
・
近
内
良

子
・
榊
枝
栄
子
・
榊
枝
新
治
・
相

楽
千
枝
子
・
相
楽
浩
一
・
塩
津
美

恵
子
・
鈴
木
明
子
・
鈴
木
広
和
・

鈴
木
正
純
・
須
田
清
美
・
須
藤
弘

子
・
為
我
井
和
子
・
千
葉
典
夫
・

角
田
百
合
子
・
永
沼
弘
司
・
福
田

紀
久
実
・
藤
田
貴
子
・
古
川

隆
・
増
子
美
保
子
・
矢
内
篤
史
・

矢
吹
耕
治
・
矢
吹
俊
幸
・
湯
沢
恵

子
・
吉
村
ま
ゆ
み

(
玉
川
村
役
場
)

U

名

記
井
久
美
子
・
遠
藤
黒
子
・
草
野

正
博
・
草
野
義
一
局
・
国
井
初
江
・

車
田
光
子
・
車
田
ヨ
シ
子
・
古
寺

貴
栄
・
塩
沢
美
代
子
・
出
山
孝

夫
・
増
子
貞
美
・
増
子
広
行
・
水

野
ゆ
み
・
溝
井
陳
彦
・
溝
井
康

夫
・
横
田
亜
紀
子
・
吉
田
み
ど
り

平
成
9
年
度
第
1
田
「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
ト
の
表
彰
式
が
、

4
月
M
B
(木
)
に
玉
川
村
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
歳
児
健
藤
診
査
の
歯
科
審
査

で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
7
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関根悠
(蒜生・秀樹)

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
植
栽
作
業
が
始
ま
り
、

村
内
の
口
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
5
月
中
に

す
べ
て
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

南
須
釜
老
人
ク
ラ
ブ
(
宗
形
清
春
会
長
)
で

も、

5
月
訂
日
早
朝
か
ら
、
お
名
の
会
員
に
よ

り
八
又
地
内
の
植
栽
マ
ス
と
県
道
矢
吹
1
小
野

線
沿
線
に
マ
リ

i
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ
ア
の
苗

約
三
千
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
「
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
よ
う
〕
を
合
言
葉
山
丸
と

な
っ
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

= 笠
j告範)

曲山
(蒜生

湯沢男平
(IJ¥高・徳雄)

樹
釦
佑
詩
岩
時
白
山
古

緑 )11玲奈
(竜崎・智幸)
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広報たまかわ

村
内
各
小
学
校
で
運
動
会

フレ一、フレ-i]fi組
応援にも熱が入ります(須釜小)

妨
犯
灯
を
設
置

8 

夜
道
の
不
安
解
消

須
釜
地
区
防
犯
協
会
(
境
田
孝
意
会
長
)
で

は
、
南
須
釜
字
花
見
堂
地
内
の
通
称
「
ウ
バ

坂
」
に
防
犯
灯
2
機
を
設
置
…
し
ま
し
た
。

同
地
内
は
、
山
小
屋
地
区
の
児
童
、
生
徒

の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
、
人
家
も
無
く

寂
し
い
と
こ
ろ
。
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
夜
間
通
行
の
不
安
が
解
消
さ
れ
ま

す。

ま
た
、
設
置
に
あ
た
っ
て
株
式
会
社
ユ
ア

テ
ッ
ク
須
賀
川
営
業
所
(
斉
藤
八
家
所
長
)
か

ら
電
柱
な
ど
の
資
材
の
提
供
と
、
工
事
は
、

社
員
の
馬
上
徹
さ
ん
(
青
井
沢
)
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
た
ヨ

川
第
一
小
学
校
が
5
丹
時
日
、
川
辺
小

学
校
が
初
日
、
須
釜
小
学
校
が

m日
に
そ
れ

ぞ
れ
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
で
は
、
「
運
動
会
、
欲
し
い

の
は
、
ぼ
く
の
全
力
、
み
ん
な
の
声
援
」
(
須

藤
祐
希
く
ん
作
)
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
元

の
各
種
団
体
も
参
加
し
て
、
か
け
っ
こ
、
綱
引

き
、
川
辺
競
馬
な
ど
お
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た。

H
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
児
童

の
姿
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

矢童
映塁
さ吾
fu素
b 合
大百
活さ
躍ロ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
の
維
持
増
強
と
積
極
的
な
社
会
参
加

意
識
の
高
揚
を
凶
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
お
回
一
市
島
県
障
害
者

総
合
体
育
大
会
が
会
津
若
松
市
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
山
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
熱
戦
の
末
5

名
の
選
手
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

矢

吹

義

次

(

古

)
m
m競
争

有

賀

勝

(

古

)

ヤ

ワ

投

げ

関
根
卯
二
北
須
釜

)
m
m競
争

佐
久
間
宏
(
北
須
釜

)
m
m競
争

谷

友

(

小

m
m競
争

(
敬
称
略
)

金
メ
ダ
ル

銀
メ
ダ
ル

銀
メ
ダ
ル

銀
メ
ダ
ル

銅
メ
ダ
ル

平成9年6月

玉)11山野草展が村就業改善センターで開かれまし
た。会場には、山野草会会員39名から211点の草花

が展示され訪れた人たちの自を楽しませていました。

また、出展毘のコンクーjレが行われ、次の方々が

入糞しました。(敬称略)

広報たまかわ

第43回来日l山野草展

かれん怠車稽を楽しむ

主ピネの部 設の部

会長賞 工ド Ifj r~~ 代 議:Jl二良 fr[J

'II、ZJ主主F 良野問自li 奥野田郎

銀買 平野光雄・溝井 i専道 草野光 ~jt

大野Jl奈良 佐藤ハルイ

石井スイ子，福 EEl端夫
大野勝良・車 FH登茂

銅賞 単 i士l秀子・伊藤教子
首藤ミサヲ

車 131光雄・溝井!専道

特別賞 車出常代

努力賞| i* mナカ I!I Ef:I登茂

どうか豊作に
なりますように

第
幻
回
村
氏
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
と
第
お
田
村
民
家
庭
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
村
氏
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
関
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
区
毎

に
一
編
成
さ
れ
た
日
チ
l
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
の

村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
小

高
区
と
中
堅
に
よ
る
決
勝
戦
で

叩

1
1で
小
高
区
が
勝
利
を
お

さ
め
、
優
勝
と
な
り
ま
し
た
c

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
小
高
官
が
優
勝
し 四辻分校で田植え学習

須釜小掌校(伊藤政憲校長)四辻分校の田植え掌器会が

行われました。

田辻分校PTA会長の塩田真ーさんの田んぼ約20アーん
にもち米の苗を植えました。当日は、香の臼差しが舷しく、
田植え仁は絶怒の好天仁憩まれました。児童たちは横一列

に並んで塩田PTA会長さんの指導で作業を開始。慣れな
い手つきで悪戦苦闘のすえ約1時開で終50
この日に植えられた苗は、秋には再び児重たちの手で収

穫され、 10月の ri本青学智会jの際に赤飯として、また、
12月のお年寄りとの{ふれあいの会Jには鋲つきをして
食べることになっています。

ま
し
た
c

そ
の
結
果
、
小
高
区

が
平
成
7
年
度
の
大
会
か
ら
3

年
連
続
で
の
ダ
ブ
ル
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
、

準
優
勝
チ

i
ム
は
、
7
月
初
日

に
吉
殿
町
で
行
わ
れ
る
石
川
郡

大
会
に
出
場
し
ま
す
c

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
し
た
c

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

優

勝

1
小

高

区

優

勝

1
小
高
区

準
俊
勝

1
中

氏

準

優

勝

1
北
須
釜
ぽ
一

3
位
1
南
須
釜
区

3
位
1
山
小
屋
区

川
辺
民
一

行
政
区
対
抗
村
民
球
技
大
会

白
山
林
ハ
山
小
一
回
同
区
が
ダ
ブ
ル
V
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話題のベストセラー

渡辺淳一氏の

「失楽

.-6... 
てア、

-保

司rm司圃の健康ごよみ
日本脳炎予防接謹

午後 1時~

関6月

19日(木)

翻ア月

4日(金)

福
島
県
大
規
模
土
地
利
用
事
前
指
導
要
綱

こ
の
要
綱
は
、
大
規
模
な
開
発

行
為
に
お
け
る
総
合
的
な
事
前
指

導
の
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
諸
条
件
に
応
じ
た
適
性

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
誘
導

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

φ
事
前
協
議
が
必
要
な
開
発
行
為

(1)
開
発
区
域
が

5
0以
上
で

あ
る
場
合

(2)
開
発
区
域
内
に
農
地
転
用

許
可
を
要
す
る
2
か
を
超
え
る
農

地
を
含
む
場
合

※
た
だ
し
、
都
市
計
画
法
の
市
街

化
調
整
区
域
又
は
用
途
地
域
内
に

お
け
る
開
発
行
為
等
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

令
事
前
協
議
の
時
期

開
発
行
為
に
係
る
法
令
等
に
基 平

成

9
年

ア

月

1
日
か
ら

づ
く
許
認
可
の
申
請
等
を
す
る
前

に
協
議
し
て
下
さ
い
。

φ
事
前
協
議
室
田
の
提
出

「
大
規
模
開
発
行
為
計
樹
事
前

協
議
書
」
に
必
要
な
書
類
を
添
付

し
て
、
開
発
区
域
の
土
地
が
所
在

す
る
布
町
村
長
を
経
由
し
て
知
事

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

φ
審
査
内
容

開
発
行
為
に
係
る
法
令
等
に
基

づ
く
許
認
可
の
見
通
し
を
土
地
利

用
計
画
等
へ
の
適
合
性
か
ら
判
断

し
ま
す
。

A
V
事
前
協
議
に
要
す
る
期
間

標
準
的
な
処
理
期
間
は
ロ
週
間

程
度
で
す
。

A
V
問
い
合
わ
せ
先

@
福
島
県
企
画
調
整
部
土
地
調
整

13¥るさと福島県にUターン
を希望する方へ

福畠県では、県外に居住し、県内

地元企業にUターン就職を希望され

る15を対象にUターン登録制慶(人柑
ガイドネットワーク事業)を実施して

おります。

これは、 Uターンを希望しでも、

地元企業の情報が不足し、 Uターン

に踏み切れない方が、あらかじめ市

町村又は公共職業安定所にUターン

希望の条件を登録しておき、自分の

希望する求人(企業)情報の提供又は

あっせんを受けようとするものです。

詳しくは、村役場、もよりの公共

職業安定所(ハ口ーワーク)、ふるさ

と福富就職情報センター(千110 東

京都台東誌上野2丁目12-14 iS¥く

しま会館2臨岱03-3834-6230) 

までおたずねください。

上嶋下

が入りました。

広報たまかわ5月号6ページの国定資産審査母

評価委員の「塩沢諜男さんjは(塩沢藤雄さんJ
の誤りでした。お詫びのうえ訂正させていた

だきます。
穆

園j

@ 

-中霊安

須笠公民館

受付時間

9日(水〉

{采:保健センター 主主

中谷:中谷農村購入の家

寄付ありがとうございます
下記の);ゴ々から社会福祉活動資金として寄f;jをいただきました。
!享く街i十し申し←1:(デます一。

g 

記

(1 jfj辺の須藤手Ij弘さんから 3万円

・竜崎の小林一之さんから 2万円

・中の小針幸吉さんから ぬが山

・小高の図井武ーさんから 5万Pf

・蒜生の石井金幸さんから 2万円

・小高の須藤清重さんから 3万円

@北須釜の草野昭吉きんから 1万円

(村社会撞祉協議会)

課
2
0
2
4
5
i
幻
ogee$3851537125

・
県
中
地
方
振
興
局
地
域
振
興
課

又
は
市
町
村
担
当
課
ま
で

地
方
分
権
推
進

ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

「
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
す
地

方
分
権
の
実
現
の
た
め
に
は
、
地

域
の
方
々
と
一
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
今
後
果
が

住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
地
方

分
権
を
進
め
て
い
く
上
で
の
方
向

性
や
決
意
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
c

多
数
ご
応
募
下
さ
い
c

V
応
募
資
格
県
内
居
住
者
又
は

県
内
通
勤
、
通
学
者

V
応
募
方
法
は
が
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

V
応
募
締
切

7
月
初
日

V
表

彰

最

優

秀

賞

3
点
(
副

賞

2
万
円
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V
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
川
村
総
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課
又
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字
削

i
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事
課
(
怨

0
2
4
5
i幻

F
A
X
0
2
4
5
 

i
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。お間合先・申込受付場所

玉川村役場企画財政課

TEL 0247(57)4629 

赤
坂
田
地

宅
地
分
譲
の
お
知
5
せ

福
島
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
川
辺
の
赤
坂
団
地
(
十

四
区
画
)
の
分
譲
住
宅
(
宅
地
)

の
購
入
者
を
先
碁
順
受
付
で

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。この宝くじの収益金は、市町村の

行う公共事業に役立てられます。

お誕生おめでとうございます|
(5月僅出分)

保護者名

正

誠

明

健児

博之

1=1 京

正文 弘

t両

手口 洋

(5月属出分)

年齢世帯主名

92 手IJ ~1、

83 金幸

86 Jit 
73 幸

79 -

63 11百

土
口
之
古

出生児氏名

吉田隼人

添田沙

村越麗

薄井楓

金 j率優

滝 JII

阿部

佐)捺

草野

地区

小高

岩法寺

ろ，

竜 111奇

南須釜

7，625人(-5)

1，731戸(-3) 

3，728人(十2)

3，897人(ーア)

村のようす
(9年6母1日現在)

島

田

計

四

畠

V
2

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
l

l

犬
の
如
く
飛
び
来
る
影
よ
軒
先
に
一
本
乗
り
の
つ
ば
め
の
つ
が
い

背
戸
に
あ
る
石
棺
花
の
花
咲
き
始
め
描
も
下
か
ら
眺
め
て
い
る
か
も

空
港
で
様
変
わ
リ
ゆ
く
村
の
こ
ど
地
下
の
祖
先
に
二
日
見
せ
た
き

太
陽
ど
名
の
あ
る
牡
丹
に
今
日
も
降
る
無
情
の
一
雨
に
傘
さ
し
か
け
る

自
に
兎
れ
ど
軍
}
こ
ろ
の
眼
開
か
、
ず
ば
眠
リ
し
ま
ま
に
幕
は
閉
じ
た
い

峰
恨
の
お
も
い
払
え
て
み
ら
ゆ
け
ば
壊
が
に
お
う
荷
の
夕
暮
れ

手
を
ム
ロ
わ
せ
祈
れ
ば
慕
稗
は
朝
露
を
ほ
ろ
リ
ピ
こ
ぼ
す
え
の
如
く

死亡者氏名

須藤利次

右井ハナコ

図井シチ

小針武夫

小林ミヨ

草野ハルヨ

地 IX
川辺

蒜生

小高

中

竜 111奇

北須釜

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
民
年
金
保
険
料

第

1
期

6
月
分

機能訓練・

午前108寺~

股関節脱臼検診・

午後 1 時30分~2時

10日(木)日本脳炎予防接種

午後1時~

11日(章)ア・ 8力月児健康相談

午前108寺~
1識鯖お誕生健診

午後18寺~

【
納
期
隈
は

6
月
お
自
(
水
)
で
す
c

忠
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

村
公
民
館

針

喪
主

吉
田

サ
ヨ

生十

..)". τ 
、手マ

4入

真
弓

は
ん

白
旗

隆

諏
訪
イ
セ
子

会
那
木
・
さ
み

10 1 1 
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趣
味
の
達
人

今
月
は
小
一
一
向
に
お
住
ま
い
の
小

針
欣
喜
さ
ん
(
八
二
歳
)
の
絵
画
と

短
歌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ー
総
を
か
き
始
め
た
の
は
い
つ
頃

か
ら
で
す
か
?

「子
供
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。
学
校
の
授
業
で
絵
を
か

く
程
度
で
し
た
け
ど
。
特
別
、
絵

の
先
生
に
習
っ
た
と
い
う
こ
と
は

無
い
ん
で
す
。
全
く
の
自
己
流
で

す」|
絵
画
に
は
油
絵
や
、
墨
絵
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
手
法
で
か
か
れ
て
い
ま

す
か
。

「
水
彩
画
で
す
ね
。」

|
風
崇
酉
が
多
い
よ
う
で
す
が

③ 

「
い
い
え
。
花
、
人
物
な
ど
何
で

も
か
き
ま
す
。
最
近
は
、
足
が
不

自
由
で
す
の
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

写
真
な
ど
を
素
材
に
か
く
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。」

i

一
枚
の
絵
を
、
か
き
上
げ
る
の

最
近
の
作
昂
を
手
に
す
る
小
針
さ
ん

発行/福島県石川郡玉川村大字小高宇中i畷9

「私の宝ものj②
塩沢 弘さん(南須釜)

シリーズ

「
絵
画
・
短
歌
』
・
:

に
ど
れ
く
ら
い
の
日
数
を
要
し
ま

す
か
っ

「
だ
い
た
い
下
書
き
に
1
日
、
仕

上
げ
に
3
1
4
日
く
ら
い
か
か
り

ま
す
ね
」

ー
自
分
で
娼
き
な
絵
の
ジ
ャ
ン
ル

(
部
門
)
は
何
で
す
か
?

「特
に
こ
れ
は
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
山
水
画
風
の
も
の

が
好
き
で
す
ね
」

-
絵
を
描
く
こ
と
の
良
さ
は
何
で

し
ょ
う
か
。

「年
齢
に
関
係
な
く
、
高
齢
に
な

っ
て
も
で
き
る
こ
と
が
い
い
と
思

い
ま
す
」

L短
歌
を
創
ら
れ
る
そ
う
で
す
が

「
は
い
、
約
初
年
く
ら
い
や
っ
て

私
の
大
切
な
宝
も
の
は
、
こ
の
硬

式
用
の
野
球
ミ

ッ
ト
で
す
。

昭
和
回
年
、
私
は
甲
子
園
出
場
を

夢
み
て
学
法
石
川
高
校
に
入
学
、
そ

し
て
野
球
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
親
に
買
っ

て
も
ら
っ
た
ミ
ッ
ト

で
す
。
学
法
省
川
野
球
部
の
練
官
は
、
と

て
も
厳
し
く
辛
い
も
の
で
し
た
。こ
の

ミ
ッ
ト
は
、
苦
し
い
練
習
、
勝
利
の

喜
び、

負
け
た
悲
し
み
な
ど
私
の
野

球
部
で
の
活
動
の
全
て
を
知
り
尽
く

し
て
い
る
私
の
大
事
な
宝
も
の
で
す
。

こ

ば

り

吉

ん

こ

れ
s

十

'

欠

乙
j

さ
;

パ
川
凶
会
キ
出
「
町
川
二
i
l

咽
，
九

い
ま
す
口
こ
れ
も
特
に
習
っ
た
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
口
自
己

流
で
す
口
自
分
で
短
歌
集
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
第
U
A

号
に
な
り
ま

し
た
」
ー
習
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
で
き
る
ん
で
す
か
。

「
テ
レ
ビ
の
趣
味
の
講
座
や
書
籍

を
参
考
に
し
た
税
度
で
、
全
く
の

独
学
で
す
」

ー
最
近
、
創
ら
れ
た
作
品
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

「プ
ラ
ン
タ
l
に
種
別
を
印
す

札
を
立
て
花
の
種
蒔
く

午
後
の
ひ
と
と
き
」

(
絵
画
と
短
歌
の
ほ
か
に
も
カ
メ

ラ
や
す
ず
む
し
飼
育
と
多
彩
な
趣

味
を
持
っ
て
い
ま
す
口)

私
が
入

っ
た
翌
年
の
昭
和
日
年
先

輩
た
ち
の
活
躍
で
、
春
・
夏
連
続
で

甲
子
園
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
学
法
石
川
野
球
部
は
甲
子

園
出
場
の
常
連
校
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、

3
年
生
に
な
り
県
大
会
に

シ
l
ド
校
と
し
て
出
場
。
甲
子
園
出

場
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

3
回
戦
で

安
積
高
校
に
無
念
の
敗
退
。
甲
子
園

出
場
は
幻
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
、

こ
の
ミ

ッ
ト
を
見
る
と
、
野
球
に
打

ち
込
ん
だ
高
校
時
代
を
思
い
出
し
ま

す
。

心に残忍 構;
我カ潟、るさと

{田植えの頃の想、い出j

吉田 康さん

(}II辺出身・吉田清さんの弟)

故
郷
の
皆
さ
ん
、
玉
川
会
の
皆
さ

ん
、
お
元
気
で
す
か
。

田
舎
で
は
、
田
植
え
も
終
わ
り

一

段
落
つ
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
が
子
供
の
頃
の
昭
和
二
十
年
代

は
、
六
月
頃
の
田
植
え
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
私
た
ち
子
供
も
勉

強
よ
り
も
家
の
手
伝
い
や
自
分
に
決

め
ら
れ
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
直
ぐ
に

田
植
え
前
の
田
ん
ぼ
作
り
、
い
わ
ゆ

る
「
牛
の
鼻
ど
り
」
と
い
う
の
を
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
身
体
全
体
が
泥
ん
こ

に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
や
り
ま
し
た
。

田
植
え
の
時
は
、
農
繁
期
の
休
み

と
一一出
回
っ
て
、

学
校
も

一
週
間
位
休
み

に
な
り
ま
し
た
。

一
日
中
、
田
植
え

を
し
て
足
腰
が
痛
か
っ
た
こ
と
や
ヒ

ル
に
血
を
吸
わ
れ
て
血
が
出
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。あぜ

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
畦
道
に
ゴ
ザ
を

広
げ
て
、
大
し
た
お
か
ず
は
無
か
っ

12 

た
け
れ
ど
も
、
う
ぐ
い
す
の
声
を
開

き
な
が
ら
家
族
皆
で
食
べ
た
昼
ご
は

ん
は
、
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
貧
し
い
時
代
で
し
た
が
、

「
家
族
の
粋
」
が
し
っ
か
り
と
結
ぼ

れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な
っ
て

何
か
を
や
る
、

一
つ
の
事
を
や
り
遂

げ
る
」
、
漠
然
と
し
た
言
葉
で
す
が
、
今

の
子
供
達
に
は
大
切
な
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
遊
び
ゃ
手
伝
い
を
も
っ
と

さ
せ
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
り
留
め

の
な
い
文
に

な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

ふ
る
里
の
自

然
を
残
し
な

が
ら
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
お

り
ま
す
。




